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②
と
⑥
は
直
接
接
続
し
な
い
が
、

④
は
習
書
で
あ
る
う
か
。

「大
伴
」
「夫
」
の
墨
書
土
器
多
数
出
土

―
―
兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
丁

。
柳
ケ
瀬
遺
跡
発
掘
報
告
書
』

一
九
八
五
年
に
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
十
冊
と
し
て
出
版
さ

れ
た
。
同
書
に
よ
る
と
、
七
点
の

「
大
伴
」
、

一
一
点
の

「
夫
」
、
そ
の
他

「
椋
遁
」
「
殿
」
な
ど
の
墨
書
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。
「
大
伴
」
は
平
城

官
、
多
賀
城
、
姫
路
市
辻
井
遺
跡
で
み
つ
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
土
器
は

い
ず
れ
も
奈
良
時
代
の
も
の
。

本
文
編

（本
文
二
四
八
頁
。
図
版
七
一一図
）
図
版
編
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〇
七
図
）。
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円

安
時
代

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
の
所
在
す
る
佐
用
町
は
、
播
磨
の
西
北
端
に
位
置
し
、
歴
史
的

・
地
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木
筒
の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
山
本
博
利

・
秋
枝
　
芳
）
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所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
佐
用

。
長
尾

一
九
八
五
年

（昭
６０
）
五
月
を
八
月

兵
庫
県
教
育
委
員
会

大
平
　
茂

。
村
上
賢
治

集
落
跡

・
寺
院
関
連
遺
跡

糸
生
時
代
中
期
ぞ
古
墳
時
代
前
期
、
奈
良
時
代
後
半
ｉ
平

理
的
に
古
来
か
ら
交
通
の
要
衝

（美
作
路

・
因
幡
路
）
で
あ
る
。

遺
跡
は
、
千
種
川
支
流
の
佐

用
川
右
岸
、
標
高
約

一
一
〇

ｍ

の
台
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。

ま
た
同
台
地
西
に
は
、
白
鳳
時

代
の
創
建
と
考
え
ら
れ
る
長
尾

廃
寺
の
塔
心
礎
が
残
存
す
る
。

調
査
は
、
県
土
木
道
路
改
良

　

４
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事
業
に
伴
う
事
前
調
査
で
、　
一
九
八
三
年
に
続
く
第
二
次
全
面
調
査
で
あ
る
。

木
簡
と
関
連
す
る
遺
構
に
は
、
平
安
時
代
初
頭
の
直
線
道
路
（現
存
長
一
七
〇

ｍ
、
幅
約
二
・
五
ｍ
で
さ
ら
に
北
に
延
び
る
も
よ
う
）
と
捨
れ
に
付
設
さ
れ
た
溝

（幅

約
一
・
五
ｍ
、
深
さ
約
三
〇
帥
）
が
あ
る
。
道
路
上
面
は
、
礫
及
び

一
部
瓦
片
（長

尾
廃
寺
の
も
の
）
を
敷
き
、
低
湿
地
部
で
は
丸
太
材
を
横
に
な
ら
べ
、
そ
の
上
を

河
原
石
と
土
砂
で
被

っ
て
構
築
し
て
い
る
。

木
衝
は
、
低
湿
地
部
の
道
路
西
側
溝
か
ら
、
多
数
の
木
製
品

。
木
片
と
共
に

出
上
し
た
。
そ
の
他
出
土
遺
物
は
、
「
川
辺
」
「中
殿
」
と
記
す
墨
書
土
器
二
点
、

斎
串
四
点
、
木
製
鋤
模
造
品

一
点
、
馬
歯
な
ど
が
あ
る
。
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②
と
も
わ
ず
か
に
墨
痕
が
残
る
の
み
で
、
肉
眼
判
読
は
不
可
能
で
あ
る
。

釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
鬼
頭
清
明
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『長
尾
沖
田
遺
跡
現
地
説
明
会
資
料
』
盆

九
八
五
年
）

同

『
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
　
７
号
』
盆

九
八
五
年
）

（大
平
　
茂
）

丘驚

・
但
馬
国
府
推
定
地

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
城
崎
郡
日
高
町
松
岡

・
水
上

。
土
居

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
一
〇
月
ぞ

一
九
八
六
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
音
識
雅
仁

・
山
田
清
朝

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
初
頭
―
鎌
倉
時
代
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

但
馬
国
府
は

『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
三
年
正
月
壬
寅
０
一一ハ
日
）
条
に
、
「遷
二

但
馬
国
治
於
気
多
郡
高
田
郷
こ

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
転

さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
現
在
ま
で
に
国
府
の
推

定
地
と
し
て
、
新
旧
合
め
て
六

カ
所
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
内

「
八
丁
路
説
」
に
よ
る
推

定
地
に
、
日
高
バ
イ
パ
ス
の
建

設
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、
今
回

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
推
定

地
は
円
山
川
左
岸
の
沖
積
地
に

位
置
し
、
今
回
の
調
査
区
は
、
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